
第８回 北広島市外部評価委員会 会議録 

日時：平成１９年１１月１２日（月） 

午前９時 30 分～１１時３５分 

会場：役所本庁舎（２階）会議室  

 

    ■出席委員：麻生敏子・天羽 浩・澤井將美・平山成信・村川 亘 

■事務局：市川部長・木下課長・佐藤課長・工藤主査・中屋主査・奥山主任・中畑主査 

 

 

１ 開会  

委員長の司会進行により開会。 

 

２ 委員長あいさつ  

    本日は、前回説明いただいた評価スケジュールや交付基準について、皆さんから意

見などをいただいた後、評価対象の区分整理について事務局から説明を受け、新規補

助金１件について事業担当部局のヒアリングを行う予定しております。 

 

３ 議事 

（１）補助金等の評価について ９：30～ 

 

  （C 委員）評価の視点について、補助金を増やしても良いのか、あるいは、財政上から

減らす方向なのか教えていただきたい。 

  （事務局）国・地方共に厳しい財政状況にあり、当市においても一般財源が落ち込んで

いることから、特に市単独補助については、終期設定していくなかで必要性などの

評価をし整理できるものは整理していきたいというのが、大きなねらいでもある。 

  （委員長）できれば見直しのうえ、減らす方向にあるということか。 

      これまで、補助金の終期設定はあったのか。 

  （事務局）特に定まったものではなく、担当部局が必要として相当長期にわたる補助金

もあるのが現状である。 

  （委員長）今後、それらを原則３年間を目途として見直すということか。 

（事務局）外部評価委員会で必要性など一定の評価をいただいたなかで見直すものであ

る。 

 

 

    事務局より、「評価対象の区分整理」について、資料１（補助金等の性質的区分）な

どから説明。 

 

 

  （A 委員）資料２の一覧について、これがすべての交付金・補助金か。 

  （事務局）１９年度の当初予算化されたものであり、制度としてあるが載っていない補

助金もある。 

 

 

事務局より、資料３（補助金等の状況について）・資料４（補助金評価対象の年度別

区分）について説明。 

 

  



 

  （Ｄ委員）生活学校補助金は、どのような補助金か。 

  （事務局）省資源、省エネ、資源回収など資源を大切にする運動などを推進している団

体であり、その活動に対する補助である。 

  （B 委員）資料２で１９年度が空欄のものがあるがどういうことか。 

  （事務局）２ページの４３は、事業があるときに予算化されるものだが、項目として掲

載した。また、４ページの２５と２９は、債務負担行為の区分で現在載っており、

新規の場合はこちらに区分するということで項目を載せている。 

  （Ｄ委員）資料４の評価対象の分類について、政務調査費は分類３となっているが、早

い時点で評価してはどうか。 

  （委員長）今話題の政務調査費だが、議会での見直しの動きはあるのか。 

  （事務局）条例上は１人当たり年間２０万円だが、実際は１８万６千円であり、議会内

部で整理を行っているところである。 

  （委員長）議会側の動きもあるでしょうが、委員会としては、政務調査費の評価を１年

目に実施することを希望したい。 

 

  （事務局）今回、交付基準に基づき交付金と補助金の区分を行い、６３件の補助金につ

いて分類し、３年間で評価してもらうこととしたが、時間があれば交付金も評価い

ただくということで、この事務局案に対する皆さんからのご意見をいただきたい。 

  （C 委員）交付金のうち、１７の職員福利厚生会交付金について、いろいろ話題となっ

ていることから、評価対象としてはどうか。 

  （事務局）早い時点での評価対象としたい。 

  （A 委員）２１件の補助金について、何回で検討するのか。 

  （事務局）事務事業評価との兼ね合いもあるが、概ね５～６回と考えている。 

（事務局）政策評価については、将来的に１２０ある施策評価への移行を目指している

が、当面は４７０ある事務事業から選択して評価を実施することから、補助金と合

わせた全体で１０～１２回程度となろう。 

  （A 委員）１回に３～４件のペースですね。 

  （委員長）１回に実施する３～４件の内容のバランスを含め、今後、スケジュール調整

をお願いしたい。 

 

  （委員長）事務局として、全体的にどれだけ整理、例えば１割カットなどの目標値を持

っているか。 

  （事務局）特にないが、交付基準にあるように、原則、上乗せや横だしをしないとして

いるが、そういった補助金もあり、そこらあたりを皆さんから意見をいただこうと

考えている。また、古い補助金などを整理して、今の時代のニーズに合った補助金

としていく方向を出していきたい。 

  （委員長）上乗せ・横出しとは。 

  （事務局）上乗せとは、国の基準で１万円のものを２万円とするなど金額を上乗せする

もので、横出しは、国の補助対象に対し対象を増やすなど独自に制度の幅を広げる

ものである。 

  （委員長）新規補助金は市長が公約したものが多いのか。また、公約した事業を評価す

る場合、考慮する点は。 

  （事務局）一概に公約だけとは限らないが、そういった事業もある。その場合、市長の

公約という点を踏まえつつも、交付基準等に基づき委員会として独自の判断が必要

と考えている。 

  



  （B 委員）市として、この補助金は廃止あるいは縮小すべきといった方向性は持ってい

ないのか。 

  （事務局）内部的には事務事業評価の中で補助金も評価しており、その方向にいってほ

しいと思う。また、団体補助について運営費から事業費補助への移行、事務局の補

助団体への移行などが徐々に進んでいるが、これがなお一層加速していってほしい

と考えている。 

  （委員長）補助率について、基準では２分の１以内となっているが、例えば、市長候補

が３分の２の補助を行う選挙公約で当選した場合、こちらが優先されると考えて良

いのか。 

  （事務局）選挙公約に掲げて当選したことからすると、一律の基準を当てはめるのは難

しい。また、最近の公約はマニフェストとして、政策実現に向け時期や財源などを

明らかにしていることからも考慮すべきであろう。 

  （委員長）以上のような論議を参考として、補助金の評価を今後行っていきたいと思う。 

 

 

（２）新規補助金のヒアリング・評価 １０：２５～ 

    下記のとおり補助金外部評価のためのヒアリングを実施した。 

 

    ①幼稚園就園準備補助金  （保健福祉部児童家庭課） 

 

    評価に向けた協議 ～ 別紙 

 

（３）その他 1１：３0～1１：３５ 

次回等会議の日程調整（第９回について会議室の変更） 

●第 ９回 ～ １２月２０日（木）１３：３０～ 中央会館 １階 集会室 

●第１０回 ～  １月２４日（木） ９：３０～ 市役所本庁舎 ２階 会議室 

 

４ 閉 会 （1１：３５） 

＊傍聴人：０人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（別紙） 

外部評価の判定のための議論から 

 

今回分のヒアリング 

 

①幼稚園就園準備補助金  （保健福祉部児童家庭課） 

 

 （委員長）協議の進め方だが、評価調書に沿って進めていけばよいか。 

 （事務局）新規用評価調書に基づき、公益性・必要性・効果性・適格性の４つを評価し、

最後に事務事業評価と同様、委員会としての意見をまとめていただきたい。 

 （委員長）それでは、ヒアリング結果を基に、まず、公益性・必要性・効果性に係る適否

について意見をお願いしたい。 

 （A 委員）市長のマニフェストの一つであるこの事業について、当然に実行していくもの

として、どうコメントすべきか。 

 （委員長）先ほども論議したが、市長のマニフェストとして考慮しつつも、委員会として

は基準に照らして検討いくということである。 

 （C 委員）個々の適否は別にしても、評価は書きづらい。 

 （事務局）委員会としては、客観的・第三者的に評価していただければと思う。 

 （委員長）全体的には適であっても、細かい項目で見ていくとこの部分は否であるといっ

た評価が出てくると思う。 

 （C 委員）２歳児からの必要性は疑問であり、役割分担の妥当性については否と考える。 

（Ｄ委員）この事業よりか、子育て支援センター事業など子育て支援を充実すべきと考え

る。 

 （委員長）限られた時間内のこの場で一つの結論にまとめるのは難しいことから、各自持

ち帰り、調書の適否をチェックのうえ個人の意見を記入し、事務局へ返送していただ

く。それをまとめたもので次回再度協議し、委員会としての意見をまとめていきたい。 

  


